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売主様用







調査項目・申込手続

専門知識を持つ建築士の調査員が目視および計測等による非破壊検査にて建物の状態を確認します。
調査対象となるのは、「構造耐力上主要な部分」と「雨水の浸入を防止する部分」です。
また、オプションで「給排水管路」の調査を行います。

小屋裏、天井・内壁等に雨漏り跡がないか？
外壁、シーリング部分、屋根ふき材等にひび割れ、劣化がないか？

給水管・給湯管、排水管、汚水管
雨水縦樋に詰まり、水漏れ、損傷等がないか？

次のいずれかに該当する場合は、実情に適するように調査内容を変更することや、調査を中止することがあるのでご注意ください。
① 対象住宅の建て方（隣家等との距離等）、床下・小屋裏点検口が無いこと等により調査が困難または不可能な場合
② 容易に移動させられない家具等ある場合
③ 天候不順等により調査を実施することが困難な場合

① 対象住宅の瑕疵の有無の判定　　　　　　　　② 対象住宅に瑕疵または劣化事象等がないことの判定または保証
③ 建築基準関係法令等への適合性の判定　　　   ④ 対象住宅が、既存住宅個人間売買瑕疵保険契約の対象となることの判定　　
⑤ 調査結果報告書の記載内容について、調査完了時点からの時間経過による変化または経年劣化がないことの保証

建物状況調査に係る
注意事項

建物状況調査結果に係る
注意事項

調査結果は、次の判定または保証をするものではありません。

・上記は「建物状況調査」の概要を説明したものです。詳しくは、住宅あんしん検査にご照会ください。
・ご契約に関する個人情報は、弊社個人情報保護方針に基づき取り扱います。詳しくは、住宅あんしん検査のホームページをご覧ください。

調査実施日の時点で対象住宅の所有者、居住者または管理者が依頼者と異なる場合は、調査の実施前にその承諾を得てください。この承諾がない場合は、調査を実施しません。
調査を中止した場合で、再調査を希望される場合には、再調査（有料）をお申込みください。マンションの調査は、一部共用部分の調査が含まれます。
調査日までに調査の実施について管理組合または管理会社の承諾を得ていただくようお願いいたします。

戸建住宅編

確認内容の例

調査時のイメージ

【構造耐力上主要な部分】 【 雨水の浸入を防止する部分 】 【 給排水管路（オプション） 】
基礎、外壁、土台・床組等にひび割れ、劣化等がないか？

床・壁・柱が傾いていないか？

専門知識を持つ建築士の調査員が確認します。
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